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地
区
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、

生
産
者
の
購
入
価
格
は
同
２
、

３
割
安
く
な
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
を

通
じ
て
注
文
し
、納
品
ま
で
に

は
約
３
カ
月
か
か
り
ま
す
。

全
農
は
昨
年
、農
家
所
得
増

大
に
向
け
た
事
業
改
革
の
一
環

と
し
て
、農
機
メ
ー
カ
ー
４
社
に

開
発
を
要
請
し
ま
し
た
。今
年

６
月
、指
定
し
た
仕
様
で
入
札

し
最
も
低
価
格
だ
っ
た
型
式
に

決
め
ま
し
た
。１
万
人
超
の
生

産
者
へ
の
調
査
を
基
に
①
自

動
水
平
制
御
②
自
動
耕
深
制

御
③
倍
速
タ
ー
ン
―
―
な
ど
の

機
能
に
絞
り
込
む
一
方
、同
ク

ラ
ス
で
は
大
型
の
総
排
気
量

３
・３
㍑
の
エ
ン
ジ
ン
や
、お
お

む
ね
１
日
給
油
せ
ず
に
作
業

で
き
る
容
量
５６
㍑
の
燃
料
タ

家
の
声
を
基
に
必
要
な
機
能
を
絞
り
込
み
、低
価

格
化
を
実
現
し
た
Ｊ
Ａ
全
農
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
出
荷

が
１０
月
５
日
、始
ま
り
ま
し
た
。標
準
的
な
型
式
よ
り
２
、

３
割
安
く
、大
排
気
量
の
エ
ン
ジ
ン
や
無
給
油
で
１
日
作

業
で
き
る
と
い
っ
た
仕
様
も
好
評
で
す
。開
発
前
の
取
り

扱
い
目
標
は
３
年
間
で
１
０
０
０
台
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
国
の
都
府
県
本
部
な
ど
か
ら
は
同
１
５
０
０
台
を
超
え

る
取
り
扱
い
計
画
が
積
み
上
が
っ
て
い
ま
す
。

農

ト
ラ
ク
タ
ー
は
、今
月
か
ら

岡
山
市
の
ヤ
ン
マ
ー
農
機
製
造

岡
山
工
場
で
本
格
生
産
を
始

め
ま
し
た
。担
い
手
向
け
の
60

馬
力
で
、メ
ー
カ
ー
希
望
小
売

価
格
は
標
準
装
備
の
同
ク
ラ

ス
機
に
比
べ
て
60
万
〜
90
万
円

安
い
５
３
４
万
円（
税
別
）で

す
。共
同
購
入
に
よ
る
規
模
メ

リ
ッ
ト
で
さ
ら
に
引
き
下
げ
、

ン
ク
を
積
ん
で
い
ま
す
。

今
夏
に
行
っ
た
農
家
向
け
の

展
示
会
で
は
、価
格
と
併
せ
て

エ
ン
ジ
ン
や
燃
料
タ
ン
ク
な
ど

仕
様
へ
の
評
価
が
高
く
、契
約

で
も「
好
調
な
ス
タ
ー
ト
」（
全
農

生
産
資
材
部
）と
な
り
ま
し
た
。

今月の話題

低
価
格
ト
ラ
ク
タ
ー

全
農
が
供
給
ス
タ
ー
ト

３
年
で
１
５
０
０
台
超
計
画

農林水産祭
天皇杯

　農水省と日本農林漁業振興会は１０月１８日、優れた活動
や業績を挙げた農林水産経営者に贈る２０１８年度（第５７
回）農林水産祭天皇杯の受賞者を発表しました。林産部門で
は紀北町の速水亨・紫乃さんが選ばれました。環境に配慮し、
森林を適切に管理して生産された木材に与えられる国際基
準、ＦＳＣ認証を２０００年に日本で初めて取得。下草刈りの必
要回数も見直して省力化するなど、持続可能な林業へ向けて
生物の多様性に配慮した経営の実践が評価されました。

J Aバンクは地域の担い手を応援します
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11
１０
月
５
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
た
全
農
の
低
価
格

ト
ラ
ク
タ
ー（
岡
山
市
で
＝
ヤ
ンマ
ー
ア
グ
リ
提
供
）
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子どもの自炊　習慣に　講師は三重大生
　ＪＡいがふるさとと三重大学教育学部食品学研究室
が協力し、９月中旬と下旬に料理教室を名張市の「武道
交流館いきいき」と伊賀市の「とれたて市ひぞっこ」で開
いた。主に４～７歳の子どもを持つ家族計２７組が参加。
同研究室の大学生が講師となり、子どもが成長してから
自炊の習慣につながるように調理を指導した。

（2018/10/2 ワイド２東海）

ＪＡいがふるさと

東京五輪へ県産ＰＲ　三重県、全農みえ　米、和牛振る舞う
　三重県やＪＡ全農みえなどは１０月９日、２０２０年東京
五輪・パラリンピック大会に向けた県産農林水産物の販
促イベントを東京都内で開いた。飲食事業者や大会関
係者らに、県独自のブランド米「結びの神」や和牛「松阪
牛」のローストビーフなどを振る舞った。県を挙げて農業
生産工程管理（ＧＡＰ）認証取得を進めている状況も報
告し、県産品を売り込んだ。イベントには、同県出身の女
子レスリング・吉田沙保里選手と車いすテニスの齋田悟
司選手も駆け付け、「大会で県産食材をＰＲしてほしい」
とエールを送った。 （2018/10/10 流通経済）

三重全域

マコモタケ加工　評判
　ＪＡ三重中央は１０月６日、津市美杉町太郎生の「まこ
も収穫祭」で「まこもカレー」の試作品を販売した。地区
では耕作放棄地対策としてマコモタケが栽培されてい
る。生産活性化のため、地元有志の生産者グループ「八
十六石まこもの集い」とＪＡのカット野菜工場「ベジマル
ファクトリー」が協力し、試作品を完成させた。まこもカレー
は美杉町産マコモタケを使用。具材には粗びきミンチを
合わせた。

ＪＡ三重中央

（2018/10/17 ワイド２東海）

（日本農業新聞より）県内NEWS

重
県
農
業
研
究
所

は
、県
内
の
農
業

法
人
従
業
員
の
お
よ
そ
３

割
が
仕
事
と
家
事
・
育
児

の
両
立
に
悩
み
を
抱
え
て

い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。勤
務
時
間
に
満

足
感
が
あ
る
、も
し
く
は

家
族
の
事
情
に
柔
軟
な

対
応
が
あ
る
場
合
に
は
、

従
業
員
は
仕
事
と
両
立

し
や
す
い
と
感
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、従
業
員
一
人

一
人
の
事
情
に
応
じ
た
適

切
な
労
務
管
理
が
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
鍵

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
県
内
の
農
業
法
人
31

社
１
０
４
人
の
正
社
員
を

対
象
に
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。「
家
事
・
育
児
す

る
人
に
と
っ
て
働
き
や
す

い
と
感
じ
る
意
識
」に
つ
い

て
取
り
上
げ
、そ
う
し
た

意
識
と
農
業
法
人
の
労

務
管
理
に
対
す
る
満
足

度
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し

て
い
る
の
か
を
調
査
。家

事
・
育
児
と
両
立
し
や
す

い
職
場
か
ど
う
か
に
つ
い

て
の
回
答
で
は
、「
や
や
そ

三 ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
柔
軟
な
労
務
管
理
が
大
切

仕
事
と
家
事
・
育
児
の
両
立
の
鍵
は「
勤
務
時
間
」と「
家
族
的
な
管
理
」

このコーナーは、三重県農業研究所の「研
究成果情報」に基づき制作し、県内に広く
研究成果を紹介します。

三重県農業研究所　地域連携研究課　☎ 0598-42-6356お問い
合わせ先

う
思
わ
な
い
」13
％
、「
そ

う
思
わ
な
い
」18
％
と
お

よ
そ
３
割
の
従
業
員
が
仕

事
と
両
立
し
に
く
い
と
回

答
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、39
歳
以
下

の
新
規
就
農
者
に
占
め

る
雇
用
就
農
者
の
割
合

は
６
〜
７
割
と
、全
国
の

３
〜
４
割
と
比
較
し
て
も

割
合
が
高
い
の
が
特
徴
で

す
。そ
の
た
め
、雇
用
就
農

者
を
含
め
、新
規
就
農
者

が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

図　職場の労務管理に関する満足度
勤務時間
休日休暇
責任分担
負担感
協調性
やりがい
おもしろさ
多様な仕事
キャリアパス
自己裁量

家族的な管理
幹部疎通

両立しやすい職場か

満足　　やや満足　　どちらで もない　　やや不満　　不満　　無回答
0 20 40 60 80 100（％）

18% 33% 24% 11% 14%
13% 25% 28% 20% 14%
15% 42% 25% 13% 4%

10% 22% 35% 13% 18%
37% 26% 21% 7% 6%

26% 34% 19% 12% 9%
8% 40% 35% 12% 4%

19% 36% 26% 9% 5%
28% 35% 24% 10% 4%
32% 45% 11% 5% 5%
30% 33% 30% 6%2
31% 39% 14% 8%4%

9% 22% 38% 25% 7%

実質
保証料

◆トラクターなどの
   農業用機械の購入資金
◆栽培用ハウス・畜舎など
   農業用施設の建設資金
◆その他農業経営に必要な資金

対象期間／平成30年4月2日～平成31年3月29日

円

※JAバンク利子補給・
当JA金利引き下げ後の
ご負担金利は0.2％を下
回らないように調整され
ます。
※イメージは実際とは異
なる場合がございます。
詳しくはお近くのJAバン
クまでお問い合わせくだ
さい。
※JAバンク保証料助成
により、実質保証料が0
円となります。

農業者の皆様のご負担金利を5年間軽減いたします。

利子補給および金利引き下げの適用イメージ～変動金利型の場合～

ー ＝
詳しくは、お近くのJAバンク窓口までお問い合わせください。http://www.jamie.or.jp/jabanking/agri/

《お借入金利》

年１％変動
金利

 年0.2％実質

年0.8％
《JAバンク利子補給・
　　　　金利引き下げ》

５年間
JAバンク利子補給制度●と
当JA金利引き下げ●措置の対象となります。

3年間

2年間

平成30年10月現在

農業経営資金
農業を営むすべての方に




